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山
城
盆
地
の
南
端
、
東
方
か
ら
流
れ
で
て
き
た
木
津
川
が
木
津
町
辺
で
北
達

す
る
と
こ
ろ
が
ら
北
方
約
ご
粁
の
東
方
山
寄
り
に
高
麗
村
椿
井
の
部
落
が
あ
る
。

そ
の
部
落
の
東
辺
に
北
か
ら
南
へ
か
け
て
労
基
の
古
墳
が
相
並
び
、
北
の
二
つ

は
共
に
西
向
き
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
現
在
そ
の
申
寄
辺
を
国
鉄
奈
良
線

が
切
断
し
て
い
る
。
こ
の
最
北
の
も
の
が
大
塚
山
で
あ
る
。
本
年
二
月
初
め
か

ら
国
鉄
当
局
が
、
そ
の
切
断
面
の
法
面
改
良
工
事
を
行
っ
た
際
、
石
塗
が
発
見

さ
れ
、
な
か
か
ら
古
鏡
片
を
主
と
す
る
遺
物
が
多
…
数
出
土
し
た
。
そ
れ
を
機
会

に
三
月
二
六
日
か
ら
約
一
週
間
を
費
し
京
都
大
学
考
古
学
教
室
員
の
手
で
こ
の

古
墳
の
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
簡
単
に
報
命
し
て
お
こ
う
。

　
古
墳
は
東
南
か
ら
北
西
へ
延
び
て
き
た
台
地
の
先
端
を
利
用
し
て
築
か
れ
て

を
り
、
東
端
は
台
地
と
の
間
に
凹
地
が
あ
っ
て
盛
土
を
採
掘
し
た
と
こ
ろ
ら
し

く
、
よ
く
原
状
を
留
め
て
い
る
が
、
西
方
の
前
方
部
は
人
家
が
立
並
ん
で
い
て
、

も
と
の
形
を
推
し
．
難
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
古
墳
の
大
さ
も
正
し
く

　
　
　
　
　
山
城
國
鵬
楽
郡
高
麗
村
樽
井
大
塚
山
吉
墳
調
査
略
報
（
樋
口
）

は
究
め
難
い
が
、
全
長
約
二
百
米
近
く
、
後
円
部
は
径
八
十
米
、
高
さ
は
東
辺

の
凹
地
か
ら
十
一
米
位
は
あ
る
。
前
方
部
は
地
盤
の
下
向
に
順
っ
て
か
な
り
低

い
、
し
か
し
て
盛
土
は
後
峡
部
の
上
方
に
一
部
存
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
厚
さ

四
米
位
あ
る
。

　
石
童
は
後
円
部
の
申
央
辺
に
主
軸
と
ほ
ぼ
直
角
に
営
ま
れ
、
下
底
を
地
盤
上

に
お
き
、
全
体
が
盛
土
で
覆
わ
れ
、
頂
辺
か
ら
天
井
石
ま
で
約
一
・
五
米
あ
る
。

石
室
の
構
造
は
細
…
長
い
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、
用
材
と
し
て
板
石
の
ほ
か
に

花
零
話
を
混
用
し
、
こ
れ
が
崩
卸
し
易
い
た
め
に
両
側
壁
の
申
央
部
は
内
方
へ

傾
い
て
い
る
。
し
か
し
下
底
面
は
よ
く
残
り
、
内
法
書
紀
・
八
米
、
横
一
・
一

米
前
後
の
長
方
形
を
な
し
て
い
る
。
床
面
は
す
で
に
人
夫
に
よ
っ
て
乱
堀
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
木
棺
片
や
朱
の
塊
が
遺
棄
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
す

る
と
、
内
部
は
比
較
的
よ
く
遺
存
し
て
い
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
床
面
は
全
体

と
し
て
北
が
高
く
、
爾
に
傾
斜
し
て
い
る
が
、
地
山
の
上
に
板
石
を
全
面
に
二

段
敷
き
つ
め
、
そ
の
上
に
河
原
悪
止
砂
の
二
層
が
あ
り
、
地
固
め
と
排
水
の
便

如
は
か
つ
て
い
る
。
そ
の
上
に
厚
さ
二
五
糎
の
粘
土
の
平
た
い
台
が
あ
っ
て
上

に
酸
化
鉄
を
塗
っ
て
あ
る
。
こ
れ
に
檀
が
お
か
れ
周
囲
を
朱
と
粘
土
で
囲
っ
た

ら
し
い
が
、
現
在
こ
の
粘
土
の
部
分
は
石
室
の
両
端
に
僅
か
遺
存
し
て
い
る
だ

け
で
詳
細
は
判
ら
な
い
。
石
室
の
高
さ
三
米
近
く
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
式
の
構

造
と
し
て
異
例
を
な
す
が
、
朱
の
痕
跡
は
周
壁
の
下
か
ら
一
米
位
ま
で
の
高
さ
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城
圏
相
楽
郡
高
麗
村
椿
井
大
塚
由
古
墳
講
査
略
報
（
樋
口
）

に
認
め
ら
れ
た
。
天
井
石
は
も
と
入
枚
お
っ
た
ら
し
い
が
、
南
半
分
は
取
去
ら

れ
現
在
北
側
の
三
枚
が
残
り
し
か
も
側
壁
崩
壇
の
た
め
西
へ
傾
い
て
い
る
。
天

井
石
に
も
上
下
両
面
に
朱
が
附
藩
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
天
井
石
の
上
に
は

粗
質
の
粘
土
が
か
な
り
厚
く
覆
ひ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
土
が
盛
っ
て
あ
る
。

　
副
葬
品
の
埋
轟
状
態
に
関
し
て
は
、
す
で
に
取
去
さ
れ
て
了
つ
た
あ
と
な
の

で
、
工
事
の
現
場
主
任
で
あ
っ
た
二
三
与
一
氏
に
聞
く
と
、
遺
物
は
両
側
壁
に

沿
っ
て
並
ん
で
を
り
、
鏡
は
面
を
外
に
し
て
壁
面
に
立
て
か
け
、
そ
の
内
方
に

鉄
刀
剣
が
お
か
れ
て
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
い
ち
い
ち
の
遺
物
の

出
土
地
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
全
く
不
明
と
い
ふ
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
が
南
端
の
未
堀
部
で
確
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
申
央
の
主
体
部
（
粘
土
榔
）
と

側
壁
と
の
あ
ひ
だ
の
空
閥
に
、
中
谷
氏
の
説
明
の
如
き
状
態
で
お
か
れ
た
鏡
二

面
と
鉄
刀
を
発
見
し
た
。
ま
た
北
端
部
に
於
て
も
北
壁
に
接
し
て
鉄
甲
片
の
一

部
や
、
刀
子
、
鉄
斧
、
鉄
鎌
、
鑑
等
が
回
り
残
さ
れ
た
部
分
に
遺
存
し
て
い
た
。

　
い
ま
患
土
品
の
主
な
晶
目
を
あ
げ
る
と
、
鏡
二
七
面
、
銅
鎌
五
個
、
鉄
鎌
多

数
、
鉄
刀
鋼
十
数
本
、
素
環
頭
太
刀
一
振
、
鉄
槍
数
本
、
鉄
刀
子
十
数
個
、
鉄

鎌
二
個
、
鉄
斧
四
欄
、
鋭
五
個
、
施
七
、
八
本
。
鉄
甲
一
領
、
そ
の
他
不
明
鉄

器
類
が
あ
る
。

　
こ
の
5
ち
最
も
注
目
さ
れ
る
の
鏡
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
舶
載
品
で
あ
り
、

内
行
花
文
鏡
ご
面
、
方
絡
規
矩
四
神
鏡
一
面
を
除
け
ば
、
他
は
三
角
縁
神
獣
鎮
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で
あ
る
．
、
い
ま
そ
の
名
称
を
あ
け
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
内
行
花
文
鏡
　
径
二
七
糎
　
手
馴
れ
て
い
る
。

　
　
銘
〔
長
宜
子
孫
）

2
、
鋸
歯
交
縁
定
格
規
矩
四
神
鏡
　
径
一
八
・
五
糎
　
青
龍
を
欠
ぐ
。

　
　
銘
〔
羊
作
事
寛
甚
大
工
上
有
山
不
不
知
老
偉
者
長
生
買
主
寿
〕

3
、
唐
草
文
帯
対
曲
式
四
神
四
獣
鏡
径
一
一
三
・
七
糎

　
　
銘
〔
天
王
日
月
〕
方
格
内
に
四
字
入
れ
六
同
［
繰
返
し
て
い
る
。

　
　
大
和
佐
豆
田
宝
塚
、
及
び
播
磨
吉
島
古
墳
幽
土
鍋
と
同
型
式
。

4

膚
銘
帯
対
質
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
約
二
四
糎

　
銘
〔
□
□
監
置
□
大
巧
上
覧
仙
入
赤
松
…

5
、
対
列
式
四
紳
四
獣
鏡
　
径
二
二
・
三
糎

6
、

7
、

…
有
潟
飲
玉
泉
飢
食
擾
…
知
…
）

〔
吾
作
明
藷
圏
卸
量
出
徐
丁
翻
転
童
配
磐
乱
射
晶
左

回
右
虎
三
世
右
名
取
者
大
吉
保
子
宜
孫
）

大
和
佐
味
田
宝
塚
に
同
型
鏡
あ
り
。

対
列
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
一
二
・
五
糎

銘
〔
張
扇
作
寛
甚
大
好
上
南
仙
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…

寛
順
位
至
日
王
買
国
者
冨
且
昌
）

対
列
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
約
一
九
・
七
糎

銘
〔
吾
作
盟
葵
薗
満
廷
杢
曲
松
攣
天
蓋
蕎
婆
下
名
順

繰
無
箋
）
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豊
前
石
塚
山
、
河
内
万
年
山
出
土
鏡
と
同
型
式

8
、
7
と
同
型
鏡

9
、
櫛
目
交
帯
対
列
式
四
神
四
獣
鏡
　
　
無
銘
　
餐
二
二
糎

1
0
、
9
と
同
型
鏡

1
1
、
獣
文
帯
対
列
式
四
神
四
獣
鏡
　
　
　
無
銘
　
径
一
一
一
・
八
糎

1
2
、
獣
文
帯
対
列
式
四
神
四
獣
鏡
㎞
径
二
二
・
二
二

　
　
銘
〔
天
一
土
日
月
〕
山
肥
回
H
繰
返
し

1
3
、
獣
交
帯
対
列
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
一
ご
一
⊥
一
一
糎

　
　
銘
〔
天
王
日
月
）
八
固
繰
返
し

　
　
武
蔵
…
臼
吉
加
瀬
出
古
墳
出
土
鏡
と
同
型
式
か

1
4
、
1
3
と
同
型
鏡

拓
、
1
3
と
同
型
鏡

1
6
、
獣
交
帯
交
亙
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
二
三
・
二
恩

　
　
銘
〔
天
王
∪
七
回
繰
返
し
、
　
〔
日
凋
∪
一
回
。

1
7
、
獣
文
帯
交
互
式
四
神
四
獣
鏡
　
径
二
三
糎

　
　
銘
〔
天
王
日
月
〕
四
回
繰
返
し

1
8
、
鋸
歯
丈
帯
交
互
式
四
神
四
獣
鏡
径
約
ご
三
糎

　
　
銘
〔
天
王
日
月
〕
四
図
繰
返
し

　
　
豊
前
赤
塚
、
山
城
長
法
寺
古
墳
出
土
鏡
と
同
型
式
。

1
9
、
獣
交
帯
三
神
三
獣
鏡
径
一
ご
∵
五
糎

　
　
　
　
　
山
城
国
絹
楽
郡
高
麗
村
霧
井
大
塚
山
古
墳
調
査
略
報
（
樋
口
）

　
　
銘
〔
天
王
日
月
〕
三
回
繰
返
し

　
　
豊
前
石
塚
幽
、
同
赤
塚
、
筑
前
原
口
古
墳
出
土
鏡
と
同
型

2
0
、
対
列
式
三
神
五
獣
鏡
　
径
一
二
・
三
糎

銘
呈
・
作
盟
葵
好
者
奪
及
麗
嘉
聖
△
果
菱
西
毒
百

　
　
飲
王
全
服
食
峯
寿
如
金
石
冒

2
1
、
対
列
式
三
神
五
獣
鏡
　
径
一
ご
一
・
五
二

　
　
銘
〔
張
氏
作
鏡
真
巧
仙
人
王
蕩
赤
松
子
師
子
病
態
世
少
八
百
飲
玉
泉
飢
食

　　

｣
如
薯
圃
保
色

　
　
上
野
三
本
不
古
墳
出
土
鏡
及
泉
屋
清
賞
二
三
と
同
型
式
。

2
2
、
轟
父
互
式
五
神
四
…
獣
鏡
　
径
一
ご
一
糎

　　

ﾁ
〔
菰
・
作
盟
葵
好
上
有
園
菱
西
園
仙
人
王
蕩
赤
撃
鍛

　　

?
几
豊
幽
秋
同
藁
知
蓼
）

」
2
3
、
陳
是
作
四
神
二
獣
鏡
径
約
一
コ
・
胃
癌

　　

ﾁ
〔
陳
是
作
寛
葵
馴
有
要
甘
薯
倉
襲
白
塗
遠
道
相
保
〕

　
　
網
模
大
塚
出
古
墳
出
土
鏡
と
同
型
。

2
4
、
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡
　
径
二
二
糎

　
　
銘
〔
天
）
　
〔
王
〕
　
〔
日
〕
　
〔
月
）

2
5
、
獣
文
帯
重
層
式
神
獣
鏡
　
蓬
約
≡
ご
糎

　
　
銘
〔
天
王
日
月
）
七
回
繰
返
し

　
　
遠
江
平
川
轟
土
鏡
と
同
型
。

九
三
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